
1981年出上の木簡

山
形
・
道
伝
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
東
置
賜
郡
川
西
町
大
字
下
小
松
字
道
伝
（周
辺
）

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
六
月
を

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
川
西
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
田
宥
宣

・
渡
辺
源
二

５
　
逹退
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
末
を
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

道
伝
遺
跡
は
、　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
に
緊
急
発
掘
が
行
な
わ
れ
、
多
量
の

遺
物
が
検
出
さ
れ
た
。　
そ
の
中
に
、　
五
点
の
木
衡
が
出
土
し
、　
墨
書
土
器
や

遺
構
等
か
ら
、
地
方
官
衛
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、　
一
九

八
〇

（昭
５５
）
年
度
よ
り
、

三
ヶ
年
の
計
画
で
重
要
遺
跡

確
認
調
査
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
二
年
次
に
当
る
。

励
　
検
出
さ
れ
た
木
簡
出
土
地
点

彿
　

は
、
三
間
×
七
間
、
二
面
廂

の
掘
立
建
物
跡

（昭
５４
検
出
）

の
西
約
五
〇
ｍ
の
地
区
で
あ
る
。
出
上
し
た
場
所
は
、
人
の
胃
袋
状
の
形
を
示

し
、
池
状
遺
構
と
も
考
え
て
い
る
。
幅
二

・
二
ｍ
ｉ

一
一
ｍ
、
深
さ
○

・
五
六

を

一
・
二
六
ｍ
で
、
溝
の
北
側
を
東
西
に
幅
約
六
〇

ｃｍ
の
二
列
の
杭
列
が
横
断

す
る
。
溝
の
覆
土
は
八
層
に
分
け
ら
れ
、
木
簡
は
第
四
層
出
上
で
あ
る
。
こ
の

木
筒
出
土
溝
よ
り
墨
書
土
器
二
〇
点
、
絵
馬
二
点
、
斎
串
二
点
等
が
出
上
し
て

い
る
。

墨
書
土
器
に
は

「南
」
「
依
」

「
龍
麻
□
」
「
大
」

「隻
」
「林
」
「
目
」
「
石
」

「
万
ヵ
」

「
別
」

「
語
」
が
判
読
で
き
る
。
絵
馬
は
両
絵
馬
と
も
、
墨
書
き
の
方

形
絵
馬
で
、
左
向
き
の
飾
り
馬
が
左
よ
り
書
か
れ
、
前
の
両
脚
を
曲
げ
、
首
を

水
平
に
下
げ
手
綱
が
は
ら
れ
、
尾
を
後
ろ
に
な
び
か
せ
走

っ
て
い
る
。
ま
た
、

紐
穴
が
み
ら
れ
な
い
。
絵
馬
、
斎
串
、
完
形
の
須
恵
器
杯
、
蓋
が
検
出
さ
れ
、

蓋
に
は

「
請
」
の
墨
書
が
あ
る
。
こ
れ
ら
遺
物
と
同
層
位
か
ら
出
土
す
る
須
恵

器
、
土
師
器
は
八
世
紀
後
半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①

「
＜
□□
　

□

×
　

　

　

　

　

　

（じ

大

じ

益

ｏ毬

（
第
一ハ
号
木
簡
）

②
　
（木
簡
様
木
製
品
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］ｏ受
き
益

ｏ出

ω
は
第
四
層
出
土
、
板
目
材
で
、
墨
痕
は
ほ
と
ん
ど
失
な
わ
れ
て
い
る
。
左

上
端
に
切
り
込
み
が
あ
り
右
端
、
下
端
は
折
損
し
腐
蝕
も
は
な
は
だ
し
く
原
形

は
と
ど
め
な
い
。



ミ
熾
Ｎ
耐
爬
熾
Ｎ
Ｎ
Ｎ
熙
Ｎ
Ｎ
Ｎ

中
町

ＩＩ

Ｈ

山
形
・
笹
原
遺
跡

所
在
地
　
　
　
山
形
県
米
沢
市
窪
田
町
大
学
笹
原
字
台

調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年

（昭
５６
）
七
月
ぞ
九
月

発
掘
機
関
　
　
ま
ん
ぎ
り
会

調
査
担
当
者
　
手
塚
孝

・
亀
田
異
明

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ぞ
平
安
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

木御 1)

7654321

②
は
第
四
層
出
上
、
上
端
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
も

の
で
あ
る
が
、
墨
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
。

な
お
、
墨
書
に
つ
い
て
は
、
平
川
南
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

川
西
町
教
育
委
員
会

『道
伝
遺
跡
―
第
２
次
重
要
遺
跡
確
認
調
査
概
報
』
　

一
九
八
二
年

（藤
日
宥
宣
）

笹
原
遺
跡
は
米
沢
市
衝
地

の
北
東
三
ｋｍ
に
当
り
、
最
上

川
の
本
流
と
な
る
松
川
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
自
然
堤
防

及
び
河
岸
段
丘
上
標
高
三
二

七
ｍ
に
位
置
す
る
。　
一
九
八

〇
年

（昭
５５
）
に
笹
原
地
区

一
帯
が
米
沢
市
浄
水
管
理
セ

ン
タ
ー
と
住
宅
団
地
造
成
の

開
発
が
計
画
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
米
沢
市
教
育
委
員
会

(米沢)




